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 【 今年度のテーマ・聖句 】 
「共に喜ぶ」 

―ハレルヤ わたしの魂よ主を讃美せよ― 

わたしたちの一つの体は多きの部分から成り立って

います。すべての部分が同じ働きをしていないよう

に、わたしたちも数は多いがキリストに結ばれて一つ

の体を形づくっており、各自は互いに部分なのです。 

（ローマの信徒への手紙 12章 4～5 節） 

 

巻 

頭 
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牧
師 

加
藤
英
治 

 

私
に
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
本
⑦ 

ヤ
コ
ヴ
・Ｍ
・
ラ
ブ
キ
ン
『イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
何
か
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平
凡
社
新
書
、
２
０
１
２
年
） 

 

著
者
の
ラ
ブ
キ
ン
氏
は
、
ロ
シ
ア
に
生
ま
れ
、
現
在
は
カ
ナ
ダ
在
住
の
歴
史
学
者
で
あ
り
、

敬
虔
な
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
立
場
か
ら
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
ま
た
「
約
束
の
地
」

と
は
何
か
を
、
本
質
的
・
歴
史
的
に
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
で
特
に
認
識
を
開
か
れ
た
の

は
、
正
統
的
ユ
ダ
ヤ
教
の
立
場
か
ら
も
、「
シ
オ
ニ
ズ
ム
」（
注 

ユ
ダ
ヤ
人
を
パ
レ
ス
チ
ナ

の
地
に
集
め
て
国
家
を
建
て
よ
う
と
す
る
思
想
・
運
動
）
の
思
想
や
「
イ
ス
ラ
エ
ル
国
」
の

政
策
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

「
シ
オ
ニ
ス
ト
た
ち
は
間
違
っ
て
い
る
。〈
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
〉
に
対
す
る
愛
を
育
む
た
め
な

ら
、
そ
の
全
土
に
わ
た
っ
て
政
治
、
軍
事
的
支
配
を
打
ち
立
て
る
必
要
な
ど
ま
っ
た
く
な
い

は
ず
な
の
だ
。―

―
―

ヘ
ブ
ロ
ン
の
地
は
、
そ
れ
が
た
と
え
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
側
の
支
配
下
に

置
か
れ
た
と
し
て
も
十
分
愛
さ
れ
得
る
だ
ろ
う
。」 

 

先
週
ご
紹
介
し
た
「
約
束
の
地
」
の
理
解
は
、
あ
ま
り
に
抽
象
的
・
精
神
的
と
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
か
。
で
も
、「〈
彼
の
地
〉（
注 

約
束
の
地
）
も
、
ト
ー
ラ
ー
（
注 

律
法
）
の
精

神
的
遺
産
か
ら
見
れ
ば
ち
ょ
っ
と
し
た
足
の
踏
み
場
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
真
に
受
け

継
が
れ
る
べ
き
も
の
、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
命
と
生
活
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
、
そ
れ
は

も
っ
ぱ
ら
ト
ー
ラ
ー
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
他
の
す
べ
て
の
民
と

異
な
っ
て
い
る
」。 

 

そ
れ
で
は
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
何
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。「
聖
書
、
な
ら
び
に
ユ
ダ
ヤ
教

の
聖
典
に
お
い
て
、『
イ
ス
ラ
エ
ル
』
と
は
、
神
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
サ
ラ
を
仲
立
ち
と
し
て
呼

び
止
め
、
つ
い
で
シ
ナ
イ
山
に
て
ト
ー
ラ
ー
を
授
け
た
聖
な
る
信
徒
集
団
を
意
味
す
る
。―

―
―

『
イ
ス
ラ
エ
ル
』
に
属
す
る
と
は
、
ト
ー
ラ
ー
に
顕
現
す
る
神
の
似
姿
、
模
倣
に
照
ら

し
て
、
こ
の
世
の
生
を
形
作
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。」 



                    
 
                          
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
    

                          

 

 

 

 

 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
                                                                                   
 
 

◎今週の集会(７月２７日～８月２日) 

 

＜聖書＞ 申命記５：１～６ 

          

２３日(水) 祈祷会Ⅰ １０：３０ 

(奨励：加藤英治牧師) 

 ２３日(水) 祈祷会Ⅱ  １９：３０ 

  (奨励：加藤英治牧師)  

  
 
 

  
◆ 主日礼拝    午前 10 時 30 分 
 

司会 庄司まり子執事 

奏楽 田中秀一兄 

 

前  奏  

招  詞  ローマ１２：１４～１５、 

２０～２１ 

頌  栄  ６７０(主のみ名をほめまつれ)             

主の祈り   (新生讃美歌の扉を参照)」 

交  読  ２７(祝福) 

讃  美  ２０５(まぶねの中に) 

聖  書  民数記 ２２：４１～２３：１２ 

(新共同訳 旧 253ｐ 口語訳 旧 221ｐ) 

祈  祷 

子供メッセージ         加藤英治牧師 

讃  美 ５６(朝風 しずかに吹きて) 聖歌隊 

宣  教 「 祝福に祝福する 」 加藤英治牧師 

祈  祷 

讃  美  ３８６(あまつ真清水)  

献  金           祈り：二木榮子  

                (女性会Ｄ班) 

頌  栄  ６７１(ものみなたたえよ(Ａ))       

祝  祷            加藤英治牧師 

後  奏  

報  告 

 

◎今月の聖句 

「いつも喜んでいなさい。絶えず祈り
なさい。どんなことにも感謝しなさい。
これこそ、キリスト・イエスにおいて神
があなたがたに望んでおられることで
す。」 
（テサロニケの信徒への手紙Ⅰ 

５章１６～１８節） 

            

今月の当番役員 

 大森秀夫 下川礼子 

 

 

本日の集会 

教会学校   
 

 

 

 

 

主日礼拝の当番 

受付：船津丸泰 田中登美子  

   大森秀夫(当番役員) 

お花：庄司まり子 

 

聖歌隊練習・会堂清掃 
        11：50～12：05 
昼食      12：10～12：40 
各部会     12：40～13：40 
定例役員会   13：40～14：40 
 

今週の聖書日課と祈り        

２７日(日) 民数記 ２３：１～１２  鎌田美穂

子    

２８日(月) 創世記 １３：１４～１８  亀田千鶴子 

２９日(火) マタイ ８：２３～２７   岸川久代 

３０日(水) 創世記 ４：８～１２    木村正美 

３１日(木) ヨハネ １５：１１～１７  酒井光子 

１日(金) 列王記下 ２２：８～１３  酒井みどり 

２日(土) ルカ ４：１６～２Ⅰ    坂田千代美 

 
 
 
 
 
 

 

幼小科  

１０：３０～１１：４０ 

中高科、青年・成人科 

９：３０～１０：１５ 


